
△$%&�において，$% �(� ，$& (� ，�$%& ����とする。１

このとき�%& ア 　または　%& イ �である。ただし， ア � イ �とする。

以下，%& イ �の場合を考える。

���　点�&�から辺�$%�に下ろした垂線と辺�$%�との交点を�'�とすると

　�%' 
ウ ( エ

オ
�である。

　また，△$'&�の外接円と辺�%&�との交点で点�&�とは異なる点を�(�とすると，

　�$(% カキ ��であるから，%( ク �である。

���　△$%&�の外接円の中心を�2�とすると，%2 ( ケコ

サ
�である。

　次の� シ �には下の���～���から， タ �には下の���～���から当てはまるものを

　一つずつ選べ。

　△%'(�と�△%&$�において，
%(

%$
 
%'

%&
�であり，�$%&�は共通であるから��

　�%&$ � シ ，'( ( スセ

ソ
�である。

　直線�%2�と�△$%&�の外接円との交点で点�%�とは異なる点を�3�とすると，

　�$&3 � タ �である。

　�　%('　　　　�　%'(　　　　�　%2$　　　　�　%$&

　�　$'&　　　　�　&$3　　　　�　$23　　　　�　$%3

　また，�%&3 チツ ��である。

　したがって，線分�%3�と線分�'(�との交点を�4�とすると，�%&$��$&3 �%&3�

　であることから，�%4' テト ��であることがわかる。

　よって，△%2'�の面積と△%2(�の面積の和は�
ナ

ニ
�である。
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△$%&�において，$% (�
�
，$& 
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�とする。２

���　△$%&�の外接円の半径は�(
ア

イ
�である。

　FRV�$&% �
ウ

エ
�であるから，%& 

オ

カキ
�または�%& 

ク

ケ
�である。

���　以下では�%& 
ク

ケ
�とする。

　このとき，WDQ  �$&%
コ

サ
，FRV�%$& 

シ ( ス

セ
�である。また，　

　△$%&�の面積は�
ソ

タチ
�である。

　△$%&�の外接円の，点�$�での接線と点�%�での接線の交点を�3�とし，点�$�での接線と

　点�&�での接線の交点を�4�とする。△$%&�の外接円の中心を�2�とし，線分�23�と辺

　$%�の交点を�5，線分�24�と辺�$&�の交点を�6�とする。このとき，�$2%�と��$&%

　の関係から�WDQ�$23 
ツ

テ
，$3 ( ト

ナ
�である。

　また，四角形�25$6�の内角��526�については，FRV�526 
( ニ

ヌ
�である。
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